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【目的、内容、方法等】
 地域には様々な福祉課題があります。その課題解決のために、主に本ゼミでは、地域づくりに着目した

アプローチを学んでいきます。

 地域の福祉課題を把握していくためには、個々の事例等の質的情報と、地域全体を俯瞰する人口統計デ

ータ等の量的情報が必要となってきます。それらの情報から個人や地域について深め、どのように対策

を進めることで、その課題は解決に向かうのか、地域マネジメント力の向上を目指します。

 地域マネジメント力向上のために、①先行事例・研究の整理、②質的・量的データの収集や集計、③解

決のためのアプローチの検討を行います。

【授業計画】
3 年次前期：日本における福祉課題について事例を通じて現状を把握していきます。また、卒業論文執筆に

向けて、文献収集、データ収集の方法、論文の書き方などを学びます。

3 年次後期：個々の関心に基づいて、卒業研究のテーマ設定や計画作成を行います。主に関心のあるテーマ

に沿った文献を個々で収集して整理していくながら、テーマを絞り込んでいきます。

4 年 次：各自設定したテーマで卒業論文執筆を進めます。社会福祉士国家試験や、就職活動に影響がで

ないように、夏から秋にかけて完成を目指します。

担当教員からのメッセージ

私は今年日本福祉大学に赴任したばかりで、専門演習を担当するのは初めてとなります。

宮國ゼミ第 1 期生になりませんか？大募集中です！

社会や地域を変えたい！そんな社会に対する熱い想いを持った学生、または自分自身のこと

について深めたい、変わりたい、成長したい学生も大歓迎です。一緒にみんなのゼミをつく

っていければと思います。


